
はじめに

循環器疾患ほどダイナミックでおもしろい疾患はないでしょう．心筋梗塞や急性心不

全を発症して救急外来にやっとのことで辿り着いた患者が血管内治療や集中治療によっ

て劇的に改善する．私も，多くの方と同じように，そのような光景を目の当たりにして

循環器学に憧れを抱き，自ら臨床の現場で実践することで多くの患者の役に立つ喜びを

感じてきました．そして，循環器疾患ほど多岐にわたる知識や技術・経験を必要とする

疾患もないでしょう．さまざまな病態を理解するための画像診断技術，生命予後を改善

させる多くの内科的・外科的治療が次々と開発され，循環器診療は日々刻々と進化して

います．しかし，循環器疾患の理解が進めば進むほど，同一疾患であっても治療効果の

差や臨床経過の多様性があることに気づくようになります．それは，疾患の発症が分子

レベルで生じているにもかかわらず，臨床現場における病態把握はそのレベルに到達し

ていないからと考えられます．この問題を解決する概念が精密医療「Precision Medi-

cine」です．

精密医療とは，患者の病態を分子レベルで理解して，その患者に最適な治療法を提供

する医療のことです．がんの分野では，この概念に基づいて，原因遺伝子変異やがん組

織の分子病理像によって分子レベルで病態が層別化され治療法が決められています．し

かしながら，循環器疾患では分子レベルの病態把握やそれに基づいた治療選択をすると

いった概念は確立しておらず，これから精密医療を循環器診療に応用していくうえで，

医療者に大きな意識変革が必要と考えました．

そこでわれわれは，基礎循環器学を専門とする若手研究者で「基礎循環器サイエンス

における若手研究者イニシアチブ（Young investigator Initiative for Basic Cardiovas-

cular science：YIBC）」を発足して，若手心不全専門医U40ネットワークと連携して

研究会・学会などで今後の循環器診療のあり方について意見を交わしてきました．その

なかで，基礎循環器学を専門としていない多くの方が循環器疾患の背景にある基礎的知

見に強い興味をもっており，それをベースとして臨床を組み立てられないか（すなわ

ち，精密医療を実現したい）という考えをもっていることがわかりました．しかしなが

ら，この精密医療の概念や循環器疾患の基礎的知見を包括的にとりまとめた書籍はこれ

までになく，患者の診療をしながら一から勉強するのもたいへんであり，ここに基礎と

臨床のギャップが存在すると感じました．



そこで，循環器診療に携わるメディカルスタッフを含めたすべての医療者，循環器学

を学ぶ医学生，循環器基礎研究をはじめる大学院生やポスドク，こういった方々が，精

密医療のための循環器学「Precision Cardiology」の全体像を理解するのに最適なもの

となることをめざして，本書をYIBCのメンバーと企画しました．教科書的な記述は他

書に譲り，各執筆者のフィロソフィーに基づいた記載とすることによって，循環器学を

さまざまな角度から浮き彫りにさせることができれば，と考えました．読者の皆さまに

は，本書を読み通していただくことによって，循環器診療を行ううえでの精密医療のコ

ンセプト，具体的な循環器疾患の病態の捉え方が身につき，遺伝子・分子・細胞といっ

た概念に抵抗がなくなればと願っています．そして読者の方々は，実際に患者を診るう

えで，どうしてこの患者はこの疾患を発症したのだろうか？ この治療は本当にこの患

者に有効なのだろうか？ と疑問をもつようになることでしょう．それこそが，精密医

療の実現に向けた第一歩です．現在の医療は完成されたものではありません．今の医療

をどうよくしていくことができるかはこれからのわれわれの努力しだいでいかようにも

なるでしょう．本書のタイトルにあるように，循環器診療にかかわる多くの方々に，「循

環器学と精密医療のことが（これまでより）もっとよくわかった！」と感じていただ

き，これからの新しい医療を創るうえで自分には何ができるかを考えていただければ，

筆者としてこれ以上嬉しいことはありません．

それでは，精密医療のための循環器学「Precision Cardiology」の旅に出かけま

しょう！
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